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全国展開事業採択結果・元気事業採択結果・商工春秋
富山県事業引継ぎ支援センター・消費税軽減税率対策補助金・福祉共済
おしえてプロの視点・能力開発セミナー受講者募集！
ヤングジョブとやま定例企業説明会、面接会・インターシップナビとやま登録企業募集！
きときとトピックス
イベント情報
ひかる技術かがやき企業！「㈱OZ Links」
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発行日 ● 平成30年７月１日（毎月１回１日発行） 
定　価 ● 一部50円
　　　　　  （商工会員にあっては購読料は会費に含まれています）

発　行 ● 富山県商工会連合会（責任者／石澤義文）
　　　　　　〒930-0855　富山市赤江町1-7
　　　　　　TEL076-441-2716　FAX076-433-8031
　　　　　　URL http://www.shokoren-toyama.or.jp  

　村田畳製作所では、畳作りの傍ら、廃材を利用した
畳製品の製作体験を行っており、子供から高齢者ま
で幅広い年代の方々が畳と触れ合う場を提供してい
る。体験の種類は豊富で、ミニ畳、ピン止め、イヤリン
グ等のアクセサリーからティッシュカバー、本のしおり
など様々な体験ができる。県畳組合連合会の会長も
務める村田代表は、「畳製品の製作体験を通して、よ
り多くの方々に畳の良さを広め、今後も新たな製作に
取り組んでいきたい」と笑顔で語ってくれた。

住所：富山県射水市串田1323　TEL：0766-53-1035
営業時間：8:00～18:00
製作体験：2時間程度　要予約
製作料金：無料　イヤリング・ネックレス(200円)

ふるさと探訪 ニューツーリズム

村田畳製作所
シリーズ
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　「
元
気
な
商
工
会
地
域
づ
く

り
支
援
事
業
」
は
、
商
工
会
青

年
部
・
女
性
部
が
実
施
主
体
と

な
り
、
先
進
的
な
地
域
の
活
性

化
を
目
的
と
し
た
提
案
公
募

型
事
業
と
し
て
、
平
成
十
八
年

度
よ
り
、
県
の
補
助
を
受
け

行
っ
て
い
る
。

商工
春秋

▼
「
働
き
方
改
革

関
連
法
案
」
は
、

残
業
規
制
、
同
一

労
働
同
一
賃
金
、

脱
時
間
給
制
度
の
三
本

柱
。
残
業
規
制
の
導
入

は
初
め
て
で
、
違
反
す
れ
ば
企

業
に
懲
役
や
罰
金
が
科
せ
ら
れ

る
。
働
き
方
改
革
の
背
景
と
し

て
、
労
働
力
人
口
が
想
定
以
上

に
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
労
働
力
が
減
少
し
て

も
、
国
全
体
の
生
産
を
維
持
す

る
た
め
に
は
労
働
生
産
性
の
向

上
が
不
可
欠
で
あ
る
。
▼
中
小

企
業
の
業
況
は
回
復
傾
向
に
あ

る
が
、
労
働
生
産
性
は
伸
び
悩

ん
で
お
り
、
大
企
業
と
の
差
も

拡
大
傾
向
に
あ
る
。
六
月
に
施

行
さ
れ
た
「
生
産
性
向
上
特
別

措
置
法
」
は
、
中
小
企
業
の
生

産
性
革
命
の
実
現
の
た
め
、
市

町
村
の
認
定
を
受
け
た
中
小
企

業
の
設
備
投
資
に
つ
い
て
、
新

規
取
得
設
備
の
固
定
資
産
税
を

最
大
三
年
間
ゼ
ロ
に
し
て
設
備

投
資
を
後
押
し
す
る
も
の
。
特

例
を
受
け
る
た
め
に
は
、「
先
端

設
備
導
入
計
画
」
を
市
町
村
に

申
請
す
る
必
要
が
あ
る
。
▼
生

産
性
の
向
上
に
向
け
、
も
の
づ

く
り
・
サ
ー
ビ
ス
補
助
金
、
Ｉ

Ｔ
補
助
金
の
二
次
公
募
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
先
端
設
備
導
入

計
画
の
認
定
を
受
け
た
事
業
者

は
、
優
先
採
択
を
行
う
こ
と
と

さ
れ
て
お
り
、中
小
企
業
に
と
っ

て
有
効
な
支
援
措
置
と
な
る
だ

ろ
う
。

平
成
三
十
年
度 

全
国
展
開
支
援
事
業

四
事
業
採
択
！

　

本
事
業
は
、
国
直
轄
事
業
と
し

て
地
域
の
小
規
模
事
業
者
が
地
域

資
源
を
活
用
し
て
新
た
な
特
産
品

開
発
や
観
光
開
発
を
行
う
取
り
組

み
や
、
地
域
の
課
題
解
決
に
資
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
関

す
る
取
り
組
み
を
総
合
的
に
支

援
す
る
も
の
で
、
調
査
研
究
事

業
（
補
助
金
額
：
五
〇
〇
万
円
以

内
）
と
本
体
事
業
（
補
助
金
額
：

八
〇
〇
万
円
以
内
）
が
あ
る
。

　

本
年
度
は
、
次
の
四
事
業
が
採

択
さ
れ
た
。

○
調
査
研
究
事
業

立
山
舟
橋
商
工
会

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
部
門

事
業
名　
高
齢
者
等
買
い
物
・
通

院
タ
ク
シ
ー
支
援
事
業

【
概
要
】
自
動
車
が
な
い
と
病
院

に
も
買
い
物
に
も
行
け
な
い
！
そ

ん
な
高
齢
者
等
の
不
安
を
解
決
す

べ
く
、
商
工
会
、
医
療
機
関
、
交

通
事
業
者
、
町
民
、
行
政
に
よ
る

共
助
の
移
動
サ
ー
ビ
ス
事
業
構
築

を
図
る
。
家
と
病
院
と
商
店
街
を

タ
ク
シ
ー
で
つ
な
ぎ
高
齢
者
の
日

常
を
守
る
。

富
山
県
商
工
会
連
合
会

　
観
光
部
門

事
業
名　
ご
当
地
版
“
む
か
し
ば

な
し
”
伝
承
事
業 

【
概
要
】
新
た
な
地
域
Ｐ
Ｒ
手
法

と
し
て
、
地
域
の
「
昔
話
」
を
動

画
で
紹
介
す
る
サ
イ
ト
を
軸
と

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築

し
、
地
域
内
外
の
協
力
者
を
創
出

す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
応

援
者
と
共
に
商
工
会
地
域
へ
の
誘

客
・
外
貨
獲
得
を
目
指
す
。

○
本
体
事
業
（
二
年
目
）

上
市
町
商
工
会

　
観
光
及
び
特
産
品
部
門

事
業
名　
北
ア
ル
プ
ス
剱
岳
の
里

ト
ラ
ベ
ラ
ー
誘
客
事
業

【
概
要
】
二
年
間
継
続
し
た
内
容

を
踏
ま
え
、
日
本
人
・
外
国
人
の

観
光
客
が
求
め
る
当
町
の
自
然
、

伝
統 

文
化
を
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し

て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
て
個
人

の
発
信
力
で
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
。

　

ま
た
、
生
姜
入
り
ブ
ラ
ッ
ク
う
ど

ん
の
試
作
品
の
商
品
化
を
目
指
す
。

南
砺
市
商
工
会

　
観
光
及
び
特
産
品
部
門

事
業
名　
「
多
彩
で
上
質
な
井
波

文
化
の
真
髄
に
触
れ
る
満
足
の

旅
」
創
出
事
業

【
概
要
】
参
拝
観
光
だ
け
に
頼
っ

て
い
た
井
波
地
域
に
「
文
化
」
観

光
の
柱
を
つ
く
り
、
井
波
ら
し
い

観
光
体
験
や
地
域
商
品
を
増
や

し
、
地
域
住
民
も
「
井
波
文
化
」

に
誇
り
と
自
信
を
持
て
る
、
多
彩

で
上
質
な
井
波
文
化
の
発
信
地
と

し
て
「
井
波
」
の
知
名
度
を
あ
げ

る
事
業
を
展
開
す
る
。

「
元
気
な
商
工
会
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
」

七
事
業
を
採
択
！

　

本
年
度
も
、
地
域
お
こ
し
の
取

組
み
や
地
域
商
工
業
の
振
興
・
活

性
化
を
目
的
と
し
た
事
業
な
ど
七

事
業
が
採
択
さ
れ
た
。

入
善
町
商
工
会
青
年
部

に
ゅ
う
ぜ
ん
バ
ル
街
で
街
コ
ン
！ 

商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
を
！

立
山
舟
橋
商
工
会
青
年
部

商
店
街
で
未
来
に
つ
い
て
語
り

に
ぎ
わ
い
創
出
！

タ
テ
フ
ナ
つ
な
が
り
事
業

富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会
青
年
部

買
い
物
弱
者
を
支
え
て
い
く
た
め

の
八
尾
山
田 

宅
配
便
カ
タ
ロ
グ

事
業

射
水
市
商
工
会
青
年
部

射
水
の
特
産
品
を
活
か
し
魅
力
を

発
信
す
る
事
業

南
砺
市
商
工
会
青
年
部

「
な
る
ほ
ど
・
ザ
・
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
」 

Ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
Ｏ
ｎ
！

訪
日
観
光
客 

い
い
波
を
井
波
に
！

～
グ
ロ
ー
カ
ル
な
地
域
を
め
ざ
し
て
～

立
山
舟
橋
商
工
会
女
性
部

舟
橋
村
産
プ
レ
ミ
ア
ム
ス
イ
ー
ツ

開
発
事
業

高
岡
市
商
工
会
女
性
部

地
域
の
伝
統
菅
製
作
技
術
を
生
か

し
た
商
品
開
発
で
魅
力
を
発
信
す

る
事
業
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事業をのばし働く人に
やる気と安心を

特定退職金共済制度特定退職金共済制度
中小企業の退職金制度としておすすめします。
問合わせ・申込みはお近くの商工会まで。

商工会
の
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富山県事業引継ぎ支援センター（富山県新世紀産業機構内）
TEL 076-444-5605　FAX 076-444-5646　E-mail:hikitsugi@tonio.or.jp

相談無料・秘密厳守

『富山県後継者人材バンク』が開設されました

消費税軽減税率対策補助金！ ～レジ導入補助～
補助事業完了期限　2019年９月 30日

2019 年 10月１日軽減税率制度が実施されます。

詳しくは、地元の商工会又は富山県商工会連合会消費税軽減税率対応相談窓口（TEL076-441-2716）までお問合せください。

A型：複数税率対応レジの導入等支援
複数税率に対応できるレジを新しく導入したり、
対応できるように既存のレジを改修したりすると
きに使える補助金です。
補助率：原則 2 ／ 3
　※ 3 万円未満のレジ購入の場合 3 ／ 4
補助上限：1 台あたり 20 万円

※商品マスタの設定や設置費用がある場合には
別途 20 万円をプラス

※複数台数申請については、1 事業者あたり
200 万円が上限

Ｂ型：受発注システムの改修等支援
電子的な受発注システム（EDI/EOS 等）を利用する事業者のうち、複数
税率に対応するために必要となる機能の、改修・入替を行う場合に使える
補助金です。
補助率：2 ／ 3
補助上限：1000 万円（小売業者）　　150 万円（卸売事業者）

お問合せ 申請者専用回線
軽減税率対策補助金事務局　申請窓口

ホームページ　http：//kzt-hojo.jp
0570-081-222 9：00～17：00

（土・日・祝除く）

　富山県後継者人材バンクが 3 月２6 日に富山県
事業引継ぎ支援センター内に開設されました。こ
のバンクは創業をめざす事業意欲・経営意欲のあ
る希望者と後継者不在の事業主とを引き合わせ、
起業家等がその事業を引継ぐために必要な支援を
行います。

起業家 富山県後継者
人材バンク

後継者不在
の事業主

引き合わせ　（条件が合致した場合）

事業引継ぎの実現

富山県後継者人材バンクが3月２6日に富山県事
業引継ぎ支援センター内に開設されました。この
バンクは創業をめざす事業意欲・経営意欲のある
希望者と後継者不在の事業主とを引き合わせ、起
業家等がその事業を引継ぐために必要な支援を行
います。

『富山県後継者人材バンク』が開設されました

◇創業リスク・コストを抑
えることができます

◇前経営者の目に見えない
資産(地域における知名度、
経営ノウハウ等）も承継で
きます

◇大切に育て上げた事業を
残すことができます

◇従業員や取引先・地域の
期待に応えることができ
ます

登録 相談

様々な条件調整の実施

（月額）

◇創業リスク・コストを抑
えることができます
◇前経営者の目に見えない
資産 ( 地域における知名
度、経営ノウハウ等）も
承継できます

◇大切に育て上げた事業を
残すことができます

◇従業員や取引先・地域の
期待に応えることができ
ます

創業を
めざしている方
後継者不在の会社や
個人事業主の事業を
引継ぎませんか？

後継者で
お困りの方
あなたの事業を

意欲ある創業希望者に
託しませんか？
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高
齢
者
活
用
に
向
け
て
！ 

～
将
来
の
変
化
を
予
測
し
よ
う
～

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点

富山県よろず支援拠点
社会保険労務士・行政書士・
キャリアコンサルタント

プロフィール
石油化学会社、医薬品
会社研究所勤務を経て、
藤井事務所として、社
会保険労務士並びに行
政書士事務所を開業。
労務管理・人材活用・
能力開発・キャリアコ
ンサル業務等において
四半世紀に渡り、各種
セミナー、大学等の講
師を受託するとともに
企業支援に携わってき
た。

藤井　正博

第
2
回

　

前
回
は
、
現
代
の
雇
用
管
理
に

つ
い
て
概
説
し
ま
し
た
。今
回
は
、

“
人
”
の
面
か
ら
考
え
て
み
ま
す
。

　
「
少
子
高
齢
化
」
が
叫
ば
れ
て
、

か
な
り
の
時
間
が
経
過
し
ま
し

た
。
昭
和
期
の
末
期
に
お
い
て
、

労
働
法
と
し
て
、

・
労
働
基
準
法
改
正
…
週
四
八

時
間
労
働
制
が
四
〇
時
間
に

な
っ
た
。

・
労
働
者
派
遣
法
が
成
立
し
た
。

・
男
女
雇
用
機
会
均
法
等
が
成

立
し
た
。

等
が
公
布
さ
れ
、
平
成
に
入
り
、

定
年
が
五
五
歳
か
ら
六
〇
歳
に
引

き
上
げ
ら
れ
た
。
今
後
、
平
成

三
十
七
年
に
は
、
希
望
者
六
五
歳

雇
用
義
務
化
が
確
定
し
て
お
り
ま

す
。
諸
外
国
に
鑑
み
、
加
え
て
年

金
受
給
年
齢
の
引
き
上
げ
も
話
題

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

先
般
、
六
二
歳
で
急
死
し
て
、
年

金
保
険
料
を
八
〇
〇
万
円
納
付
し

て
、
受
給
で
き
な
か
っ
た
事
例
も
あ

り
、
国
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
は
難

し
い
現
状
に
あ
る
と
も
考
え
ま
す
。

＊
高
齢
化
社
会
の
実
感
！

　

二
〇
二
五
年
に
は
、
戦
後
生
ま

れ
世
代
が
八
〇
歳
を
迎
え
ま
す
。

政
府
は
、

・
人
生
一
〇
〇
年
時
代
へ

・
生
涯
現
役
社
会
の
実
現

・
健
康
寿
命
の
ア
ッ
プ

を
目
指
す
と
提
言
し
て
い
ま
す
。

国
民
に
は
、
健
康
の
保
持
、
増
進
、

維
持
が
益
々
求
め
ら
れ
る
時
代
に

な
る
の
で
す
。

　

企
業
に
と
っ
て
は
、
社
員
に
健

康
教
育
（
善
良
な
る
心
身
に
よ
る

就
業
）
を
実
施
し
て
、
健
康
な
る

高
齢
期
を
迎
え
て
貰
い
、
組
織
と

し
て
、
そ
の
高
齢
者
の
「
年
の
功
」

を
上
手
く
活
用
し
て
行
く
時
代
に

来
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
人
生

の
折
り
返
し
年
齢
を
「
四
〇
歳
」

か
ら
「
五
〇
歳
」
に
上
げ
る
こ
と

に
よ
り
、
人
生
一
〇
〇
年
時
代
に

な
り
ま
す
。

　

二
〇
四
〇
年
に
は
、「
六
五
歳
以

上
の
高
齢
者
数
」
が
「
七
〇
歳
未

満
の
労
働
力
人
口
」
を
抜
く
こ
と

が
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、

“
高
齢
者
”
の
定
義
を
六
五
歳
か
ら

七
五
歳
へ
引
き
上
げ
る
こ
と
も
提

唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
高
齢
者
の
リ
ス
ク

　

現
状
、
高
齢
者
雇
用
（
活
用
）

に
は
、
次
の
よ
う
な
“
リ
ス
ク
”

が
あ
り
ま
す
。

・
労
災
（
業
務
・
通
勤
）
リ
ス

ク
→
事
故
（
車
・
重
機
等
の

運
転　

等
）
率
ア
ッ
プ

・
身
心
の
問
題
→
体
（
眼
・

耳 

等
）
力
、
知
力
、
記
憶
力
、

判
断
力　

等
の
低
下

・
運
転
免
許
→
返
納

・
最
低
賃
金
適
用
→
時
給

一
〇
〇
〇
円
時
代
へ

等
の
問
題
点
が
あ
り
ま
す
が
、
人

手
（
人
材
）
不
足
時
代
対
応
策
と

し
て
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
と
考

え
ま
す
。

＊
「
寿
命
」
と
は
？

　
「
寿
命
」
と
は
、「
平
均
寿
命
」

や
「
健
康
寿
命
」
と
し
て
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
字
の
通
り
に
読
ん
で

解
釈
す
る
と
「
め
で
た
い
い
の
ち
」

言
い
換
え
る
と
「
受
け
難
い
人
身

を
授
か
り
、
生
き
て
報
謝
す
る
期

間
」
で
あ
り
ま
す
。

　

佛
教
的
に
言
い
換
え
れ
ば
、「
い

の
ち
」
は
「
慈
悲
」
を
表
し
て
い

ま
す
。「
慈
悲
」
と
は
、
な
さ
け
、

い
つ
く
し
み
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

小
生
も
高
齢
者
で
あ
り
「
苦
の
な

い
楽
な
人
生
」
を
歩
ま
せ
て
戴
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。    

以
上

企業で働く皆さんを対象とした能力開発セミナーの受講者募集のお知らせ
１．「第一種電気工事士（学科）」コース 　技術専門学院 本校にて実施（富山市向新庄町 1-14-48）

内　容 配線の設計から施工方法、自家用電気工作物の施工、保安、法令、発電施設等の構
造と特性等、受験に必要な知識の習得

講習時間 18:20 ～ 21:00

定　　員 10 名
日　程 8 月 22 日（水）から 9 月 28 日（金）までの月、水、金（ただし、9 月 17 日（月）、

9 月 24 日（月）除く）【全 15 日間】 受講費用 9,900 円

２．「パワーポイント基礎」コース 　技術専門学院 新川センターにて実施（黒部市三日市 10）

内　容
パワーポイントの基本操作（入力、保存、編集、印刷等）の習得
効果的なプレゼンテーション技法の習得

【Windows パソコンの基本操作ができる方】（PowerPoint2010 Window ７）

講習時間 18:20 ～ 21:00

定　　員 10 名

日　程 ８月 28 日（火）、30 日（木）、9 月４日（火）、６日（木）【全４日間】 受講費用 3,400 円

3．「エクセル基礎」コース 　技術専門学院 砺波センターにて実施（南砺市寺家 301-1）

内　容 エクセルの基本操作（入力、編集、保存、印刷等）、データ処理（関数、グラフ）
の習得【Windows パソコンの基本操作ができる方】（Excel2010 Windows ７）

講習時間 18:20 ～ 21:00

定　　員 10 名

日　程 ８月 21 日（火）、23 日（木）、28 日（火）、30 日（木）【全４日間】 受講費用 2,200 円

※ 詳細については、直接、各施設にお問い合わせください。
技術専門学院　本校　　　　　（富山市向新庄町 1-14-48）	 TEL 076-451-8803
　　　　　　　新川センター　（黒部市三日市 10）		 TEL 0765-52-0251
　　　　　　　砺波センター　（南砺市寺家 301-1）	 TEL 0763-22-3152

―ハロートレーニング（在職者のための職業訓練コース）―
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専門家を活用して将来を見据え早めの対策を！

ヤングジョブとやま
定例企業説明会・面接会の開催について

　富山県若者就業支援センター（ヤングジョブとやま）では、若者の雇用対策の一環として、定期
的に合同企業説明会及び面接会を開催しています。
　７月以降の開催スケジュールは、次のとおりです。

開催日程
区分 開催日 時間 予定参加企業数 会場 申込期間
説明会
（業種別）

7/30（月）
7/31（火）

10:00 ～ 12:30
13:30 ～ 16:00 別途ご案内します とやま自遊館ホール 別途ご案内します

面接会 8/17（金） 12:30 ～ 15:00 70 社 とやま自遊館ホール  7/12（木）10:00～
 7/13（金）17:00

説明会 10/30（火） 10:30 ～ 12:3013:30 ～ 15:30
50 社

（各 25社） サンフォルテホール 10/ 2（火）10:00～
10/ 3（水）17:00

面接会 12/27（木） 10:30 ～ 12:3013:30 ～ 15:30
50 社

（各 25社） サンフォルテホール 11/19（月）10:00～
11/20（火）17:00

※企業の参加申し込みは、それぞれの期間においてヤングジョブとやまのウェブサイトで受け付けています（申込みについての詳細は、
上記申込期間の１週間前頃から同サイトで公開されます。）。
※内容が変更となる場合がありますので、事前に同サイトでご確認ください。

「インターンシップナビとやま」への登録企業を募集しています！
　富山県インターンシップ推進協議会では、県内企業及び学生双方
の多様なインターンシップに対するニーズに対応するため、従来の
協議会ウェブサイトの機能を一新した「インターンシップナビとや
ま」を開設しました。
　学生と企業との雇用のミスマッチ対策として近年注目を集めてい
るインターンシップの効率的な実施のために、ぜひご活用ください。

富山県若者就業支援センター（ヤングジョブとやま）
富山市湊入船町９－１　とやま自遊館２階
TEL：076-445-1996　http://www.youngjob-tym.jp/

お問合せ先

　参加企業は次の要件をいずれも満たす企業が対象になります。
　①対象者を正社員として採用予定の企業
　②県内に事業所を有し、採用予定者の勤務地に当該事業所が含まれている企業

参加要件

県内の事業所等で働こうとしている、2019年３月大学等卒業予定の学生、既卒
者（2016年以降大学等卒業者）、転職及びUIJ ターン就職希望の若者

対象求職者

ウェブサイトの名称・URL
「INTERNSHIP NAVI とやま」https://internshipnavi-toyama.jp/

インターンシップナビとやまの機能
・インターンシップ参加企業の検索
・オンラインでのインターンシップへのエントリー
・学生と企業のウェブマッチング

掲載申込み方法
掲載を希望される企業の方は、トップページにある「企業・団
体のみなさま」欄の「ご案内」「利用規約」「個人情報取り扱い」
をご一読いただき、「登録申込書」に必要事項をご記入のうえ、
右記住所宛てに郵送でお申し込みください。

申し込み及び問合せ先
富山県インターンシップ推進センター

〒 930-0805
富山市湊入船町 9-1 とやま自遊館２階
T   E   L：076-482-3420
FAX：076-482-3421
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トライアル発注商品・役務
を募集！！

伏木富山港利用
インセンティブ制度

の紹介

中小企業の未来を考える
シンポジウム参加者

の募集！

　県では、ベンチャー企業・中小企業
等の開発した新商品・役務をトライア
ル発注商品として認定し、認定され
た商品・役務の調達に努めるほか、県
が購入した商品・役務については、使
用後の意見をフィードバックするなど、
中小企業者のさらなる新商品開発や
改善、販路拡大を応援しています。

　詳細については、富山県商工労働
部経営支援課の HPよりご覧くださ
い。
　申請書・実施要綱等は、HP からダ
ウンロードできます。

http://www.pref.toyama.jp/cms_
sec/1300/kj00002150-001-
01.html

富山県 トライアル

■募集（申請受付）期間
　７月２日（月）から
　　　　　７月31日（火）まで
※申請相談は随時受け付けています。
　	 　 　 　 　

■お問合せ先■
富山県経営支援課　金融係
TEL076-444-3248

輸出入の際は伏木富山港を
ご利用ください！

　伏木富山港をより一層ご活用いた
だくため、県では各種のインセンティ
ブ制度をご用意しています。皆様の積
極的なご利用をお待ちしています！

◇小口混載コンテナ利用促進補助金
　～小口の貨物を輸出入したい
　　　　　　　　　　荷主様向け～
　新たに伏木富山港の小口混載サー
ビスを利用する荷主企業に、１トン（又
は㎥）当たり５千円を補助（年間最大
20万円）。

◇輸送実験利用補助金
　～トライアル輸送に対する助成～
　コンテナ貨物について、コスト比較
やリードタイムを検証するため、試行
的に伏木富山港を利用する荷主企業
に、輸送経費の半額を補助（年間最大
100万円）。

※荷主企業奨励金制度（コンテナ貨
物、ＲＯＲＯ船貨物）も設けています。
http://www.pref.toyama.jp/
sections/1307/portsales/
　	 　 　 　 　

■お問合せ先■
富山県立地通商課

TEL 076-444-3400

　中小企業の事業承継を促進するこ
とが、地域の需要や雇用を支え、県内
経済の活性化につながることから、県
では、経営者等へ気づきを与え、事業
承継の気運を高めるためのシンポジウ
ムを開催します。当シンポジウムでは、
事業承継経験者による基調講演や、経
験者、有識者等によるパネルディスカッ
ション等を予定しております。
　みなさまの多数のご参加をお待ちし
ています。
日　時　平成 30 年８月３日（金）
　　　　１３時３０分～１６時４５分
場　所　富山第一ホテル
　　　　　３階白鳳の間
　　　　　（富山市桜木町10-10）
対象者　富山県内の中小企業経営者等
　　　　定員　400 名程度
参加料　無料
申込方法　参加を希望される方は、平

成 30 年７月 31日（火）
までにＦＡＸ（076-433-
8620）にてお申し込みく
ださい。

※メールの場合は、
　akeieishien@pref.toyama.lg.jp
　までご連絡ください。
　	 　 　 　 　

■お問合せ先■
中小企業の未来を考えるシンポジウム
事務局（北日本放送株式会社内）
TEL 076-432-5555
FAX 076-433-8620
富山県経営支援課

TEL 076-444-3247
E-mail akeieishien@pref.toyama.lg.jp
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入善ふるさと七夕まつり 8/3（金）～8/5（日） 入善町商工会 0765-72-0163

ふるさと商工まつり in 射水 8/4（土） 射水市商工会小杉本所 0766-55-0072

第 33 回ふなはしまつり 8/4（土）午後5時～9時 ふなはしまつり実行委員会 076-464-1121

2018 庄川水まつり 8/4（土）～8/5日（日） 庄川水まつり実行委員会 0763-82-6841

リバーサイドフェスタ 2018 8/5（日） リバーサイドフェスタ 2018 実行委員会 0766-64-1426

つばきの郷赤祖父夏まつり 8/5（日） つばきの郷赤祖父夏まつり実行委員会 0763-64-2211

ユカタ・デ・ビアガーデン 8/10（金） ユカタデダンス実行委員会 0763-22-2536

第 13 回ユカタ・デ・ダンス 8/11（土・祝日） ユカタデダンス実行委員会 0763-22-2536

阿曾の市 8/11（土） 小矢部市商工会津沢支所 0766-61-2356

なりひら風の市 8/11（土） 富山市八尾山田商工会 076-455-3181

風の盆ステージ・町なかミニツアー 8/11（土）・8/25（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138

ぼんまえ朝市 8/12（日） 南砺市商工会福野事務所 0763-22-2536

相倉合掌集落ライトアップ『万緑にたたずむ日本の原風景』 8/12（日)～8/14（火） 五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

ふるさと観光上市まつり 8/13（月） 上市町商工会 076-472-0716

おやべ川花火大会 8/15（水） 小矢部市商工会津沢支所 0766-61-2356

2018 おやべ川いかだ下りレース 8/15（水） 小矢部市商工会青年部 0766-67-0756

第 25 回大沢野花火大会 8/18（土） 富山市南商工会大沢野細入支部センター 076-467-1963

第 12 回たてやまドンドン祭り 8/18（土） 立山舟橋商工会青年部 076-463-1221

2018 華街道くれは祭り 8/18（土） 富山市北商工会呉羽支所 076-436-0135

第 4 回すごろくスタンプラリー 8/19（日） （協）じょうはなフラワーカード会 0763-62-2163

ふるさと寺子屋 8/19（日) 南砺市商工会城端事務所 0763-62-2163

おわら風の盆前夜祭 8/20（月）～8/30（木） おわら風の盆行事運営委員会 076-454-5138

第 26 回安田城月見の宴 8/25（土）※予定 安田城月見の宴実行委員会 076-469-2495

夏まつりリバーサイド 2018 8/26（日） 小矢部市商工会小矢部支所 0766-67-0756

ふれあい青空市「やまだの案山子」 8月（月・火・水・土・日・祝） ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会 076-457-2333

イベント名 開催日 お問合せ先
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　㈱
Ｏ
Ｚ 

Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
ｓ 
代
表

原
井
紗
友
里
氏
は
八
尾
に
て
宿
泊

施
設
・
カ
フ
ェ
を
運
営
す
る
傍
ら
、

観
光
客
向
け
の
街
歩
き
ツ
ア
ー
、

着
物
を
活
か
し
た
ア
パ
レ
ル
事
業

等
を
展
開
し
て
い
る
。
観
光
業
を

志
し
、
八
尾
で
の
開
業
に
至
っ
た

経
緯
を
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

未
経
験
か
ら
の
創
業

富
山
の
魅
力
を
発
信

　
原
井
氏
は
大
学
進
学
を
機
に
富

山
県
を
出
て
、
海
外
勤
務
を
経
て

富
山
県
内
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

会
社
に
転
職
し
た
。
改
め
て
富
山

の
豊
か
な
自
然
、
暮
ら
し
、
海
・

山
の
幸
の
魅
力
を
感
じ
、
観
光
業

を
通
じ
て
発
信
し
て
い
き
た
い
と

い
う
志
か
ら
「
と
や
ま
観
光
創
造

未
来
塾
（
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス
）」

を
受
講
し
た
。
創
業
場
所
を
探
し

て
い
る
中
で
富
山
市
八
尾
山
田
商

工
会
の
支
援
を
得
て
、
平
成
二
十

八
年
一
月
に
㈱
Ｏ
Ｚ 

Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
ｓ

ｓ
を
設
立
、
同
年
四
月
に
一
棟
貸

し
の
宿
「
越
中
八
尾
ベ
ー
ス
Ｏ
Ｙ

Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
」
の
開
業
に
至
っ
た

八
尾
と
の
縁

　古
民
家
活
用
と

　
　商
工
会
の
支
援

　「
越
中
八
尾
ベ
ー
ス
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｔ
Ｓ

Ｕ
」
は
、
明
治
五
年
に
建
造
さ
れ

た
土
蔵
造
り
の
町
屋
を
活
用
し
、

宿
泊
、
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
、
着

物
の
着
付
け
や
三
味
線
演
奏
等
の

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
提
供
し
て

い
る
。
こ
の
町
屋
は
か
つ
て
生
糸

や
越
中
和
紙
の
問
屋
と
養
蚕
業
を

営
ん
で
い
た
商
人
に
よ
り
使
わ
れ

て
い
た
。

　
富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会
で
は

改
装
済
の
町
屋
の
活
用
方
法
を
検

討
し
て
い
た
頃
、
開
業
候
補
地
の

一
つ
と
し
て
八
尾
を
検
討
し
て
い

た
原
井
氏
を
新
聞
記
事
を
通
し
て

知
っ
た
同
商
工
会
が
原
井
氏
と
面

談
を
行
っ
た
。
当
初
古
民
家
は
富

山
市
の
所
有
物
件
で
あ
っ
た
が
、

原
井
氏
に
よ
る
活
用
の
た
め
、
富

山
市
八
尾
山
田
商
工
会
が
い
っ
た

ん
当
物
件
を
借
り
受
け
、
原
井
氏

に
転
貸
す
る
こ
と
に
し
た
。

『
次
世
代
地
域
リ
ー
ダ
ー
塾
』

に
て
着
物
リ
メ
イ
ク
事
業
を

　
　
　
　
　
　
　
　

  

発
表

　
㈱
Ｏ
Ｚ 

Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
ｓ
は
当
初
の

宿
泊
・
観
光
業
、
海
外
販
路
開
拓

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
か
ら

多
角
化
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
海

外
の
商
談
に
着
物
を
リ
メ
イ
ク
し

た
服
で
出
席
し
た
と
こ
ろ
好
評
を

博
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
着
付

け
体
験
事
業
で
集
ま
っ
た
大
量
の

着
物
を
「
大
切
に
し
ま
っ
て
お
く

の
で
は
な
く
、
新
た
に
洋
服
と
い

う
形
に
し
、
着
る
こ
と
に
よ
り
活

用
し
、
世
界
に
魅
力
を
発
信
し
て

い
く
」
と
い
う
構
想
に
至
っ
た
。

　
原
井
氏
は
平
成
二
十
九
年
に
地

域
経
済
活
性

化
の
た
め
の

人
材
支
援
を

目
的
と
し
て

全
国
商
工
会

連
合
会
で
開

催
さ
れ
た

『
次
世
代
地

域
リ
ー
ダ
ー

塾
』に
参
加
。

地
域
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
作

成
部
門
に
お

い
て
『
着
物

リ
メ
イ
ク
事

業
』
を
発
表

シ
リ
ー
ズ 

ひ
か
る
技
術
か
が
や
き
企
業

シ
リ
ー
ズ 

ひ
か
る
技
術
か
が
や
き
企
業

「
観
光
業
は
総
合
産
業
」
　多
方
面
か
ら

　八
尾
の
魅
力
を
発
掘
し
、「
財・人・事
業
」を
遺
す

「
観
光
業
は
総
合
産
業
」
　多
方
面
か
ら

　八
尾
の
魅
力
を
発
掘
し
、「
財・人・事
業
」を
遺
す

㈱ＯＺ Lｉｎｋｓ
（富山市八尾山田商工会）

し
、
一
位
に
選
ば
れ
た
。
原
井
氏

は
「
以
前
か
ら
考
え
て
い
た
事
業

内
容
を
具
体
化
す
る
方
法
を
知
り
、

し
っ
か
り
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
振
り
返
る
。

　
平
成
三
十
年
よ
り
着
物
の
ア
ッ

プ
サ
イ
ク
ル
ブ
ラ
ン
ド
「
ｔ
ａ
ｄ

ａ
ｓ
」
を
ス
タ
ー
ト
し
、
ア
パ
レ

ル
事
業
で
七
人
の
雇
用
に
至
っ
た
。

更
に
、
教
育
事
業
の
展
開
を
検
討

し
て
い
る
。

『
総
合
産
業
』と
し
て
の
観
光

定
住
人
口
の
増
加
を

　
　
　
　
　
　
　目
指
し
て

　
原
井
氏
は
観
光
業
を
『
総
合
産

業
』
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
自
身

は
宿
泊
場
所
を
提
供
し
て
い
る
が
、

食
事
等
他
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
に
は
他
事
業
者
の
連
携
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
中
で
商
工

会
の
紹
介
・
協
力
が
得
ら
れ
た
の

は
大
き
か
っ
た
、
と
語
る
。

　
ま
た
、
原
井
氏
は
㈱
Ｏ
Ｚ 

Ｌ
ｉ

ｎ
ｋ
ｓ
の
企
業
理
念
を
紹
介
す
る

中
で
、「
観
光
を
通
じ
て
お
金
を
落

と
す
仕
組
み
を
作
っ
て
き
た
。
そ

の
過
程
で
八
尾
に
雇
用
を
生
み
、

お
わ
ら
を
継
承
し
て
い
く
人
材
を

残
し
、
最
終
的
に
は
観
光
客
に
代

表
さ
れ
る
交
流
人
口
の
増
加
か
ら

定
住
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
た
い
」

と
語
っ
た
。


